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＜病棟連絡事項＞
・カンファレンス勉強会を未実施のスタッフは年度が替わる前に資料作成・実施をして下さい。
＜ベッドコントロール＞

・4/1に北病棟へ2件（男性：1、女性：1）転出、4/2に東病棟より2件転入受け入れる予定。
＜患者様連絡事項＞
・小笠原　芳明様～個室利用申し込み書と減免書類は家族様よりサイン頂き、医事へ提出済みです。また、入院形態切り替えについて了承頂いています。
・松原　千積様～金Dr.有休で不在の為、任意切り替えについて明日確認予定です。

・中里　慶子様～青山荘入所前に見学したいと姉様より4/9 13:00か14:00でと希望あり調整中です。当日、病棟にある領収書を家族様（PSW経由）に渡して下さい。
・奥泉　素子様～退院日について4/4(金)夕方か4/5(土)午後が父様の迎が可能との事。
　　　　　　　　本日の診察を終えてから連絡して最終決定するとのことです。
・鈴木　知子様～検査結果を聞きに市民HPへ外出し帰院しています。
・鹿原　一様～眼科の代理受診が可能か本日の面会時に確認予定です。
・畑山　幸子様～本人希望にて硬粥へ変更しています。
・嶋守　さち子様～新聞を読んでいますが、購読申込未です。スタッフからの声掛けには、その場で読む事を辞めるようです。都度声掛けをしていきましょう。
・木村　友哉様～本日主治医面談実施しています。来週も主治医面談実施予定です。

・藤井　理代様～計画相談と面会しています。幻覚妄想状態で、「森さんの助けはいりません」と話し、支援困難終了となります。
＜要注目患者様ケース検討＞
・藤井　理代様～日中は妄想言動や声高さ目立たず日課取り組まれています。引き続き精神症状の観察をしていきましょう。
・豊田　建世様～献立表を車椅子から離れて自立歩行で見に来る事はできていますが、
　　　　　　　　他はスタッフへ依存的言動聞かれてます。自身でやるよう促しには動き始めますが別スタッフを見つけると同内容訴える事があります。疼痛の程度確認しながら、過介助とならないよう自立を促していきましょう。
・成田　賀枝様～昼は食べこぼし多く1/2摂取。スタッフへ不満訴える（妄想様）場面あるも概ね落ち着いて不調訴え無く過ごされています。労作時の息切れはありません。
・野坂　翔様～衝動行為はなく経過していますが、スタッフへ操作的言動増えてきています。詰所内を離れた所から見ており挙動不審さもあります。行動注意して観察していきましょう。
＜退院支援状況確認＞
・竹林　幹彦様～3/6介護認定調査実施しています。結果に応じて退院先について検討していきましょう。

・奥泉　素子様～アルコール依存症治療プログラム実施中。4/4か4/5で退院希望あります。
・松原　千積様～入院前はGHに入居していました。今後については本人意思が都度変わる為、意向確認していく予定。4/11　計画相談ろ対面での面会予定です。

・木村　友哉様～3/31主治医面談予定です。自宅退院予定ですが葛藤と不安があり、主治医からも自立を目指す事も考え、施設入所しひとり暮らしをしながら就労移行支援も活用していく方向も提案されています。

・竹原　千晴様～3回外泊訓実施しています。退院前訪問調査とサービス調整を終えてからの退院となります。
・中里　慶子様～4/1計画相談と面会、4/16ケア会議、4/19青山荘入所予定です。
・宮本　久美子様～3/14介護認定調査実施済。3/31退院前訪問3回目を実施。家電の購入タイミングで再度自宅へ外出し生活環境を整えていく事としています。
・田島　博文様～南山苑申し込み済み、症状安定したら入所進めていきましょう。

・鹿原　一様～3/21主治医面談実施しています。青山荘入所の意向となる。
・豊田　建世様～有料老人ホームおおひらきより、一度退去となりますが再度御家族より申し込みがあれば優先的に対応して頂ける事となっています。転院予定としていましたが、方向性が変更となるため上記も検討していきましょう。

・高橋　サヱ様～2/17五戸町役場、保佐人兵藤様、生保担当者松山様と面会しています。今後の情報共有の場ではGH「つくし」有料「れんげ荘」「いなほ」「つばさ」が条件に合う施設として検討されています。要介護：4と結果が出ています。申し込みを進めていく事としています。

・川口　八寿子様～リハビリを目的として西病院に転院の方向性で進めています。紹介状転送していますが、受け入れは難しいと思われるとの事。受け入れできない場合は他施設検討していきましょう。

・西　和世様～介護保険の期限が1月末までとなっており長男様へ更新するよう連絡済みとなっています。

・坂田　輝様～一般のケアハウスを退院先として予定していますが、受け入れ先が見つからない状態です。

・奥沢　陽子様～3/10介護認定調査（再）実施済み、結果待ちとなっています。

・八森　啓子様～退院先についてGHで家族様意向固まっています。今後本人と計画相談とで施設見学を進めていく予定です。

・小田　沙也加様～入院前より主治医から施設での生活を視野に入れてはと提案があり、自宅か施設への退院となります。今後意向確認予定です。

・畑山　幸子様～自宅退院予定です。夫婦単身生活となる為、精神症状安定後に

サービス導入や方向性を再度検討していきましょう。

・榊　正博様～自宅退院予定です。入院前はデイケアと就労支援利用されている

為精神症状安定後にサービス導入や方向性を再度検討していき

ましょう。

＜小栁Dr.患者様診察情報＞

・中田　弘子様～作業や体操は不調訴え見学していることもあること、ホールのベンチに横になって過ごしていることも多いこと、活動性乏しい印象であることを情報提供行う。

本人気分の落ちこみ訴え、4/9定期処方より昼食後薬オランザピン（2.5）1Tと夕食後薬オランザピン（10）1T中止、朝食後薬ラツーダ（20）1T開始となる。4/1～半夏厚朴湯は中止。
・夏坂　禎様～vdsの拒否1度あり当直医より経過観察指示いただいていたこと、気分変動や易怒性見られていること、腹部症状訴えあったが一時的であったことを情報提供行う。

腹部症状は経過観察でよいとのこと。

気分変動や易怒性に対して、クエチアピン（100）1T×2➝リスパダール（0.5）1T×2へ処方変更となる。
・奥泉　素子様～アルコールプログラム取り組み良好で外泊訓練も問題なく行えていること、外泊帰院時のアルコールチェッカーも0.000％で問題なかったこと、退院日4/4か4/5で希望されていることを情報提供行う。
本人と御家族様で連絡取り合い、4/5の午後が良いとのこと。また詳しい時間が決定したら知らせていただき退院指示を依頼することとする。
退院後初外来は1週間後で受診するよう本人へ説明済み。
＜柞木田Dr.患者様診察情報＞

・風張　久美子様～浅眠や早朝覚醒見られており入眠している他患者様をわざわざ起こすような迷惑行為見られていること、同室者のジュースを盗って【カザハリ】と名前を書いており注意すると「見せびらかすように置いていたから」「毒が入っているというから毒見してやろうと思った」と内省見られないこと、週末話し掛けの多さや切り上げの悪さが目立つ印象があったことを情報提供行う。

主治医より物のやり取りをしないというルールを守ること、それができないのであれば西病棟にはいられないことを説明されておりやや不貞腐れた様子である。

浅眠や早朝覚醒にて精神状態が崩れたり、てんかん発作出現のリスクも考慮しフルニトラゼパム（2）追加となる。
・木村　友哉様～他者交流見られ落ち着いて過ごされていること、今後に関する不安の訴えは聞かれていないことを情報提供行う。
診察中に本人より「外泊は何泊行けますか？仙台に姉と行く予定があって…」と訴えあり。主治医より外泊では旅行に行かせることはできないこと、旅行に行きたいのであれば退院後に行けるように予定をずらしたり衝動行為を起こさないよう対処行動をとれるようにするよう本人へ説明あり。やや困惑した様子ではあるが了承されている。
ストレスが溜まった時の対処法を考えることとストレスが溜まっていることを自覚するように主治医より伝えられている。
また、次回診察までにストレス対処行動30個考えるよう伝えられている。
処方変更なし。
・豊田　建世様～帯状疱疹痕は皮膚科診察していただきゲーベンクリーム処方となっていること、腰背部痛訴えあり時間は要するが自身でできていること、依存的言動聞かれており自身でできることは行うようスタッフに声掛けられると別スタッフに同様の訴えを繰り返していること、1度食残少量嘔吐見られていたことを情報提供行う。

診察中、主治医より調子問われ「調子いいです。（痛みは10段階中どのくらいですか？）3です。痛みは強くなってません。」と話されている。

アリピプラゾール中止、タンドスピロンが朝昼食後にも追加となる。
・伊藤　正明様～体温測定に来ない等の日課遅れあり都度声掛けしていること、拒食なく1週間過ごせていること、不調訴えなく経過していることを情報提供行う。
花粉症の症状ひどく、目の充血あり。
4/16日まで母様の休みが取れず花粉症の薬処方のための受診もできないとのこと。
花粉症の薬処方予定。
落ち込んだりイライラしたときの対処法を1０個次の診察までに考えてくるよう説明されている。
今は衝動行為を起こさない自信があることや世の中に生きている人は何かしら依存してますよね？その境界を踏み越えないだけでと主治医に訴えている。
